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特集 ソシオン理論の冒険
人間のコミュニケーションにおいて、 1次的に伝達されているのは、発言や文書の意味
内容ではなく、「影響力」のようななにか名づけられないもの（これを「荷重」とよぶこ
とにしたのだが）ではないか、という着想にとり憑かれて、木村、藤沢、雨宮の 3人が
「ソシオンの理論」と題した未熟な試論を社会学部紀要に発表してからちょうど10年が経
った（木村洋二• 藤沢等・雨宮俊彦、 1990,1巻2号）。この発想の転換は、稚拙で遅い歩
みながらそれぞれの研究に一定の発展をもたらした。
「ソシオン理論の冒険」と題した本特集は、概念枠組みの整備を主たる課題とした木村
の仮説をベースにして、現在の理論的到達点を確認するとともに、いくつかの応用の試み
を通じて、ネットワーク＝コミュニケーション理論としてソシオン理論のもつ今後の可能
性を展望しようとするものである。
第 1論文「ソシオンの一般理論 (II)」では、木村がこの間整理してきた理論枠組みを
3者関係へと展開する。「一般理論（その I)」では、私 I、I、Iの自己システム論を、そ
のIでは 2者間の感情のキューブ・モデルを構成した。本稿は、 トリオン・モデルを構成し
て、社会システムの編成を展望する。第 2論文「親・子・カルトのトライアッド」は、渡邊
が木村の 3者関係モデルを応用して、カルトヘの入信と脱会をめぐる調査データをベース
に、信者と家族と教団の信—不信をめぐる荷重ネットワークのダイナミックスを論じる。
第3論文「イジメのモードとネットワークの力学」は、特に松尾が関心をよせる子ども
たちの「イジメ」問題について、共同でアプローチをこころみたものである。今のところ、
ソシオン理論からとりあえずの視点を提示したまったくの試論にすぎない。第 4論文「マ
ンガにおける荷重表現」はマンガというメデイアヘの知見を、ソシオン理論の荷重概念と
「多重くり込み」モデルをもちいて主に増田が整理したものである。マンガメデイアの理
論的理解を深めるのに一定の貢献ができるかもしれない。
アンカーの雨宮論文「エージェント・環境相互作用モデルとソシオン理論 (1)」は、
ニューロサイエンスをはじめ、人間科学の最先端に造詣の深い雨宮が、人間ーネ土会科学と
しての「ソシオン理論」がもつ可能性や問題点に方法論的検討をくわえ、あわせてマルチ
エージェント・システム論への展開をこころみたものである。雨宮のバランスのとれた知
性と旺盛な知的好奇心、そしてなにより頑強な批評精神がなければ、 10年にわたるソシオ
ンの冒険は不可能であったかもしれない。本特集が、藤沢の仕事を含むソシオン理論の新
しい展開にとって、意義ある「たたき台」となることを望む次第である。
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